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第1891 回例会 

     

 
 

 

青
少
年
奉
仕
月
間 

令
和
５
年
５
月
18
日
（
木
） 

防
災
卓
話 於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

     

会
員
61
名 

出
席
計
算
数 57

名
中
46
名
出
席 

出
席
率

80
・
70
％ 

前
々
回
出
席
率

92
・
45
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
杉
本
次
年
度
青
少
年
奉
仕
委
員
長 

・
24-

25
年
度 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生
募
集 

★
防
災
卓
話 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

（
歌
唱
な
し
） 

  

ゲ
ス
ト 

名
古
屋
市
中
消
防
署 

総
務
課
主
査
（
防
災
） 

繁
野 

彰あ
き

宏ひ
ろ

さ
ん 

会
員
組
織
委
員
会
ゲ
ス
ト 

（
岩
崎
征
一
さ
ん
ご
友
人
） 

新
晃
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

鈴
木 

善よ
し

晴は
る

さ
ん 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

名
古
屋
中
消
防
署 

総
務
課
主
査 

繁
野 

彰
宏
様
、
卓
話
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

吉
田 

憲
一 

藤
田 

 

澈
・
丹
下 

富
博 

大
上 

晃
延
・
西
脇 

良
輔 

ゴ
ル
フ
部
の
皆
さ
ん
、
大
層
な
記
念
品

を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

川
島 

勇
基

先
月
は
妻
と
私
の
誕
生
月
で
し
た
。 

鷲
津 

光
悦 

本
日
防
災
卓
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

酒
井 

 

修 

朔
日
は
楽
し
い
ラ
ウ
ン
ド
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

岡
村 

隆
德 

ゴ
ル
フ
部
会
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

川
合 

美
幸 

楽
し
い
ゴ
ル
フ
を
あ
り
が
と
う
。
木
村 

光
徳
さ
ん
、吉
田
隆
彦
さ
ん
、髙
木
さ
ん

ま
た
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

荻
巣 

賢
二 

ゴ
ル
フ
サ
ー
ク
ル
役
員
の
皆
様
昨
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

木
村 

光
徳 

加
藤
会
長
、
昨
日
の
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
に
過
分
な
協
賛
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

杉
本 

忠
夫 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 

横
井 

 

衞 

結
婚
記
念
月
で
す
。
も
う
す
ぐ
金
婚
式

を
迎
え
ま
す
。 

 
 

 

前
田 

隆
久 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

佐
々
木 

功 

  

副
会
長
挨
拶         
尾
上 

 

昇 

 

い
よ
い
よ
、
明
日
か
ら
広
島
Ｇ
７
サ

ミ
ッ
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

Ｇ
７
関
連
の
言
葉
に〝
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の

シ
ェ
ル
パ
〟と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
が

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

に
お
け
る
重
要
な
役
務
を
担
う
人
の
こ

と
で
す
。 

 

解
説
に
よ
り
ま
す
と
「
Ｇ
７
の
シ
ェ

ル
パ
と
は
、
登
山
者
が
頂
上
（
サ
ミ
ッ

ト
）
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
手
助
け
を

す
る
案
内
人
と
い
う
意
味
の
登
山
用 

語
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
役
目
は
、
Ｇ 

 

７
の
各
国
に
〝
シ
ェ
ル
パ
〟
と
呼
ば
れ 

て
い
る
人
が
い
て
、
サ
ミ
ッ
ト
の
会
議

の
成
功
を
目
指
し
て
お
互
い
緊
密
に
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
入
念
に
事
前

準
備
、日
程
の
調
整
、成
果
文
書
の
作
成

な
ど
陰
で
働
く
人
達
の
こ
と
で
す
。
こ 

の
〝
シ
ェ
ル
パ
〟の
役
目
を
す
る
人
無
く

し
て
は
、Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
は
、成
り
立
た

な
い
程
の
重
要
な
役
割
で
す
。
ち
な
み

に
日
本
の
〝
シ
ェ
ル
パ
〟は
、
小
野
啓
一

外
務
審
議
官
で
、
バ
リ
バ
リ
の
キ
ャ
リ

ア
で
す
。 

 

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
〝
シ
ェ
ル
パ
〟の 

存
在
は
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
が
、
本
来
の
登
山
で
言
う
と
こ
ろ 

の
〝
シ
ェ
ル
パ
〟と
は
、
実
は
解
釈
が
大

分
違
う
の
で
訂
正
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

登
山
で
言
う
〝
シ
ェ
ル
パ
〟は
、
先
ず 

           

は
案
内
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

登
山
用
語
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
端
的
に

言
い
ま
す
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
に
雇

わ
れ
た
、
高
所
（
六
〇
〇
〇
Ｍ
以
上
）
で

荷
物
を
運
ぶ
人
夫
の
こ
と
で
、
登
山
隊

を
頂
上
に
導
く
案
内
人（
ガ
イ
ド
）
で
は

な
い
の
で
す
。 

 

登
山
隊
の
頂
上
を
目
指
す
為
の
戦
略

や
戦
術
を
練
る
の
は
、
登
山
隊
の
ト
ッ

プ
で
、〝
シ
ェ
ル
パ
〟は
、
あ
く
ま
で
荷
担

ぎ
人
夫
で
す
。
ま
た
、〝
シ
ェ
ル
パ
〟は
、

登
山
用
語
で
は
な
く
て
、
種
族
の
名
前

な
の
で
す
。シ
ェ
ル
パ
族
の
こ
と
で
す
。 

 

シ
ェ
ル
パ
族
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
麓
の

高
地
（
主
に
ネ
パ
ー
ル
国
）
お
よ
そ
三

〇
〇
〇
Ｍ
前
後
に
住
み
暮
ら
す
チ
ベ
ッ

ト
系
の
住
民
の
こ
と
で
す
。
こ
の
シ
ェ

ル
パ
族
、高
地
に
住
ん
で
い
る
為
、高
所

で
働
く
の
に
適
し
た
強
い
身
体
能
力
を

備
え
て
い
る
の
で
す
。 

 

こ
れ
に
目
を
付
け
た
イ
ギ
リ
ス
の
登

山
隊
が
、
シ
ェ
ル
パ
族
を
高
所
の
キ
ャ

ン
プ
間
の
荷
担
ぎ
人
夫
と
し
て
雇
用
し

た
こ
と
を
嚆
矢
と
し
ま
す
。
一
九
四
〇

年
頃
か
ら
で
す
。
以
後
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を

目
指
す
登
山
隊
に
シ
ェ
ル
パ
を
雇
う
こ

と
が
通
例
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

私
も
若
い
頃
、
登
山
隊
の
一
員
と
し

て
加
わ
り
、
シ
ェ
ル
パ
と
一
緒
に
ヒ
マ

ラ
ヤ
登
山
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、

何
十
キ
ロ
も
の
荷
を
背
負
っ
て
雪
や
氷

の
中
を
バ
ン
バ
ン
歩
く
姿
は
、
誠
に
頼

も
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
で
は
、
雇
う
人
夫
を

二
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。一
つ
は
、ベ
ー 

1616 
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ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
荷
物
を
運
ぶ
人
夫
と
、

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
以
上
で
荷
運
び
す
る

人
夫
で
す
。
前
者
を
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ

ー
と
呼
び
、
主
に
近
郊
の
農
民
が
そ
の

役
目
を
負
い
ま
す
。
後
者
を
ハ
イ
ポ
ー

タ
ー
と
呼
び
ま
す
。
言
う
迄
も
な
く
、

ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
が
シ
ェ
ル
パ
族
の
役
割

で
す
。 

 

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
言
う
所
の
シ
ェ
ル

パ
の
語
源
が
、
こ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

シ
ェ
ル
パ
に
由
来
し
て
い
る
の
に
は
言

を
待
ち
ま
せ
ん
が
、
只
、
本
来
の
シ
ェ

ル
パ
の
意
味
が
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
る

の
は
ま
ず
い
と
の
思
い
か
ら
、
一
言
申

し
上
げ
た
次
第
で
す
。 

 

 

防
災
卓
話 

「
地
域
防
災
協
力
に
つ
い
て
」 

名
古
屋
市
中
消
防
署 

総
務
課
主
査
（
防
災
） 

繁
野 

彰
あ
き

宏
ひ
ろ

さ
ん 

発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
考
慮
し
た
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

が
発
生
し
た
場
合
、
本
市
に
お
い
て
も

何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
死
者
約
６
，

７
０
０
人
、負
傷
者
約
１
５
，０
０
０
人
、 

        

家
屋
の
全
壊
約
３
４
，０
０
０
棟
と
い
う

想
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

こ
の
名
古
屋
市
に
お
い
て
も
建
物
の
耐

震
改
修
や
老
朽
住
宅
の
除
去
の
助
成
、

自
主
防
災
組
織
へ
の
訓
練
支
援
、
行
政

の
体
制
強
化
、
河
川
の
改
修
や
橋
梁
の

耐
震
化
と
い
っ
た
都
市
基
盤
の
整
備
、

市
民
な
ど
へ
の
啓
発
・
訓
練
な
ど
、
そ
の

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。 

○
防
災
対
策
を
進
め
て
い
く
た
め 

冒
頭
で
も
説
明
し
た
と
お
り
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
対
応
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
被
害
を
少
し
で
も
軽
減
す

る
た
め
、
様
々
な
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の

両
面
で
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

ま
ず
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
公
的
機
関
は
全
力
で
対
応
に
あ
た

り
ま
す
が
、
同
時
多
発
火
災
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
破
壊
な
ど
に
よ
り
、
一
時
的

に
機
能
が
マ
ヒ
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
防
災
は
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
「
自
助
」
と
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う 

「
共
助
」
の
精
神
が
基
本
で
あ
り
、
最

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
皆
さ
ん
一
人
一

人
が
防
火
・
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
地
域

に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
必
要
に
な
り

ま
す
。 

１
．自
主
防
災
組
織 

そ
の
中
で
、
災
害
が
発
生
し
て
し
ま

っ
た
と
き
に
重
要
と
な
る
「
共
助
」
の

取
り
組
み
と
し
て
自
主
防
災
組
織
活
動

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

自
主
防
災
組
織
は
、
昭
和
34
年
の
伊

勢
湾
台
風
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
「
災

害
対
策
基
本
法
」
で
定
義
さ
れ
て
い
る

〝
住
民
の
隣
保
共
同
の
精
神
に
基
づ
く

自
発
的
な
防
災
組
織
〟
を
い
い
ま
す
。

名
古
屋
市
で
は
、
昭
和
56
年
に
震
災
対

策
事
業
と
し
て
、
町
内
会
・
自
治
体
単
位

に
結
成
さ
れ
て
お
り
、
防
災
安
心
ま
ち

づ
く
り
運
動
の
中
枢
的
な
組
織
と
し
て

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

自
主
防
災
組
織
で
は
、
人
的
・
物
的
被

害
の
情
報
収
集
を
担
う
情
報
班
、
消
防

隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
初
期
消
火

活
動
を
担
う
消
火
班
、
負
傷
者
を
助
け

出
し
応
急
手
当
を
行
う
救
出
救
護
班
な

ど
各
班
に
分
か
れ
て
活
動
し
ま
す
。 

 
 ２

．地
域
防
災
協
力
事
業
所 

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
お
い
て
、

そ
の
資
機
材
や
場
所
な
ど
は
十
分
に
確

保
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
去
の
震
災
に
お
い
て
、
多
く
の
住
民

が
家
屋
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
を
救
助

し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
住
民
が
「
ス

コ
ッ
プ
を
貸
し
て
く
れ
」「
バ
ー
ル
は
な

い
か
」「
ジ
ャ
ッ
キ
が
必
要
だ
」
と
声
を

あ
げ
て
も
道
具
が
な
く
、
多
数
の
大
切

な
命
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
か
ら

資
器
材
や
人
的
な
援
助
を
い
た
だ
け
る

こ
と
で
、大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。そ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
防
災
協
力
事

業
所
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
支
援

い
た
だ
く
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
一
時
的

な
避
難
場
所
や
集
合
場
所
の
提
供
、
救

助
資
器
材
等
の
提
供
、
生
活
物
資
等
の

提
供
、
重
機
・
車
両
等
の
提
供
と
い
っ
た

資
器
材
や
場
所
の
提
供
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。 

こ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
事
業
所

と
し
て
新
た
に
資
器
材
等
を
準
備
い
た

だ
く
必
要
は
な
く
、
現
在
保
有
し
て
い

る
資
器
材
等
で
提
供
が
可
能
な
も
の
が

あ
れ
ば
ご
検
討
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。
な
お
、
大
規
模
災
害
時
に
は
事
業

者
の
皆
さ
ん
も
被
害
を
受
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
夜
間
に
お
い
て
人
員
が

い
な
い
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
ず

し
も
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

                  

３
．地
域
防
災
協
力
事
業
所
表
示
証 

        

地
域
と
覚
書
を
締
結
し
て
い
た
だ
い

た
事
業
所
に
地
域
の
防
災
に
関
し
て
地

域
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
地
域

防
災
協
力
事
業
所
表
示
証
を
交
付
し
ま

す
。
交
付
さ
れ
た
表
示
証
は
自
社
で
作

成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
広
報
誌

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。 

覚
書
等
の
締
結
や
表
示
証
の
申
請
の

流
れ
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

①
所
在
地
の
あ
る
管
轄
消
防
署
に
連
絡 

②
管
轄
の
消
防
署
の
仲
介
に
よ
り
、
地

域
の
代
表
者
の
方
と
支
援
内
容
に
つ

い
て
検
討
し
、
合
意
の
の
ち
覚
書
を

締
結 

③
地
域
防
災
協
力
事
業
所
表
示
証
の 

交
付
申
請 

④
地
域
防
災
協
力
事
業
所
表
示
証
の 

交
付 

 

資
器
材
の
提
供
と
い
っ
た
協
力
が
可

能
で
あ
れ
ば
事
業
所
の
所
在
す
る
消
防

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

地
震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
災
害

時
に
は
、
地
域
に
密
着
し
て
い
る
地
元

の
事
業
所
か
ら
の
支
援
が
大
き
な
力
と
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な
り
ま
す
。
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

・
名
古
屋
市
中
消
防
署
査
察
車
輌
寄
附 

２
０
２
３
年
４
月
18
日
（
火
） 

於  

名
古
屋
市
中
消
防
署 

                

防
災
卓
話 

「
想
念
寺
地
域
防
災
拠
点
」 

会
員 

酒
井 

 

修
さ
ん 

熱
田
区 

地
域
防
災
拠
点
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
想
念
寺
祭
事
塔
釈
迦
堂
を

計
画
、設
計
、工
事
監
理
を
担
当
さ
せ
て 

        

頂
き
ま
し
た
酒
井 

修
で
ご
ざ
い
ま
す
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
日
は
、

先
月
の
地
区
防
災
卓
話
と
重
な
ら
な
い

よ
う
に
、
特
に
地
震
に
よ
る
液
状
化
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

●
新
潟
地
震 

１
９
６
４
（
Ｓ
39

）
年
６
月
16

日 
 

Ｍ
７
・
５
震
度
５
：
新
潟
県
新
潟
市
川
岸

町
、４
階
建
て
の
県
営
ア
パ
ー
ト
、地
震

の
液
状
化
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
。
最
初

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
例
で
す
。 

同
建
物
の
底
部
を
見
る
と
、
地
盤
に

深
く
打
ち
込
ん
だ
杭
が
存
在
せ
ず
、
又
、

根
入
れ
も
浅
い
、
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
布
基
礎
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。 

          

●
東
日
本
大
震
災 

２
０
１
１（
平
成 

23
）
年
３
月
11
日 

浦
安
市
に
お
け
る 

被
害
状
況
、
液
状 

化
に
よ
る
地
盤
沈 

下
で
で
き
た
段
差 

で
す
。
浦
安
市
で 

は
宅
地
造
成
地
に 

お
い
て
多
く
の
住
宅
に
液
状
化
現
象
に 

よ
る
、
建
物
の
不
動
沈
下
が
発
生
し
ま 

し
た
。 

 

●
２
０
１
８
年
の 

北
海
道
地
震 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

液
状
化
で
大
き

な
被
害
を
受
け
た

北
海
道
札
幌
市
清

田
区
で
す
。 

  

●
想
念
寺 

祭
事
塔 

釈
迦
堂 

 

／
熱
田
区
地
域
防
災
拠
点  

地
域
防
災
拠
点
と
し
て
西
側
に
接
道

国
道
19
号
・
22
号
、
合
計
幅
員
50
ｍ

に
間
口
約
24
ｍ
と
開
け
た
３
４
０
㎡

（
約
１
０
０
坪
）の
駐
車
場
を
有
し
、さ

ら
に
北
隣
り
に
も
１
軒
挟
ん
で
間
口
約

９
ｍ
、４
０
０
㎡
（
１ 

２
０
坪
）の
地
蔵
堂 

の
駐
車
場
を
有
し
、 

災
害
時
に
は
多
目 

的
に
利
用
頂
け
る 

敷
地
を
確
保
し
て 

い
ま
す
。
海
抜
高 

は
７
・
１
ｍ
。
祭
事 

塔
釈
迦
堂
は
納
骨 

堂
の
エ
ン
ト
ラ
ン 

ス
も
兼
ね
て
い
ま 

す
。
納
骨
堂
は
鉄 

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト 

造
５
階
建
て
地
上 

高
さ
15
ｍ
で
す
。 

名
古
屋
市
の
津
波 

の
想
定
は
２
～
５
ｍ
で
す
、
想
定
を
超

え
る
津
波
が
発
生
し
て
も
納
骨
堂
の
屋

上
、
海
抜
高
22
・
１
ｍ
に
避
難
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。 

今
回
の
想
念
寺
祭
事
塔
釈
迦
堂
建
設

に
当
た
り
、
最
初
に
着
手
し
ま
し
た
の

は
、
敷
地
の
正
確
な
測
量
（
平
面
測
量

と
地
盤
面
の
高
低
測
量
）
及
び
、
地
質

（
地
盤
）
調
査
（
地
耐
力
調
査
と
液
状

化
調
査
）、幸
い
に
も
建
設
地
は
熱
田
層

の
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。 

      

 

調
査
位
置
は
名
古
屋
付
近
の
地
質
・

地
盤
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

熱
田
層
と
言
う
の
は
名
古
屋
市
中
央

部
に
南
は
熱
田
神
宮
、
北
端
は
名
古
屋

城
が
位
置
す
る
洪
積
層
の
台
地
、
熱
田

台
地
で
す
。
そ
れ
よ
り
東
側
の
矢
田
川

累
層
、八
事
唐
山
層
、さ
ら
に
東
の
名
古

屋
市
東
部
丘
陵
に
お
い
て
は
液
状
化
は

ほ
と
ん
ど
無
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ

の
地
域
内
で
あ
っ
て
も
盛
土
、
埋
土
の

部
分
は
土
質
に
よ
っ
て
は
液
状
化
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

熱
田
層
（
堀
川
）
よ
り
西
側
の
沖
積 

低
地
、
及
び
各
河
川（
矢
田
川
、
天
白
川
）

の
河
川
流
域
の
沖
積
低
地
、
さ
ら
に
国

道
１
号
線
よ
り
南
側
の
埋
立
、
干
拓
地

域
が
液
状
化
危
険
度
の
極
め
て
高
い
地 

域
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お

お
む
ね
名
古

屋
市
域
の
面

積
の
半
分
を

占
め
て
い
ま

す
。
名
古
屋

市
液
状
化
の 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
右
図
）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
前
述
の
名
古
屋
付
近
の
地
質
・

地
盤
図
と
見
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。 

更
に
、
明
治
23
年
の
地
形
図
（
左
・
古

地
図
）
を
見
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
土
地 

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

             

今
回
の
釈
迦
堂
の
地
質
調
査
内
容
は
、

地
耐
力
調
査
、
標
準
貫
入
試
験
併
用
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査×

１
ヶ
所
、約
15
ｍ
で
、

Ｎ
値
50
以
上
の
堅
固
な
地
盤
を
確
認

出
来
る
ま
で
の
深
さ
。（
Ｎ
値
50
以
上 

と
は
、
高
層
建
築
物
・
超
高
層
建
築
物
の

支
持
層
と
な
る
堅
さ
で
す
。）
及
び
、
液

状
化
調
査
は
、細
粒
分
含
有
率
試
験
、今

名古屋・中・栄・大須４ＲＣ合同事業として、 
名古屋市中消防署へ査察車輌を寄附しました。 
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回
は
深
さ
15
ｍ
の
間
で
４
ヶ
所
の
試
料

の
調
査
を
行
い
、
設
計
建
物
の
必
要
地

耐
力
、
及
び
、
液
状
化
の
可
能
性
有
り
、

無
し
の
判
定
結
果
を
得
て
、
建
物
の
構

造
設
計
に
入
っ
て
い
ま
す
。
液
状
化
の

可
能
性
あ
り
の
判
定
結
果
が
出
た
場
合

は
、
杭
基
礎
又
は
地
盤
改
良
等
の
対
策

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
、

液
状
化
の
可
能
性
、
無
し
の
判
定
結
果

を
得
ま
し
た
。 

今
回
は
２
階
建
の
低
層
建
築
で
す
か

ら
、
構
造
体
は
出
来
る
だ
け
シ
ン
メ
ト

リ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
構
造
と
し
、

地
盤
面
下
２
ｍ
の
深
さ
の
位
置
、
Ｎ
値

20
以
上
の
地
盤
に
、
厚
さ
８
０
０
㎜
の

べ
た
基
礎
を
構
築
し
、
想
定
以
上
の
地

震
に
対
し
て
も
、
不
動
沈
下
し
に
く
い

構
造
と
し
ま
し
た
。
屋
根
は
日
本
瓦
葺

き
で
す
が
、
耐
震
工
法
で
施
工
し
て
い

ま
す
。（
左
・
釈
迦
堂
断
面
図
参
照
） 

              

国
土
交
通
省
が
地
盤
調
査
方
法
、
地
盤

改
良
の
強
度
等
の
基
準
を
整
備
し
た
の

は
平
成
13
年
か
ら
最
終
改
正
が
平
成

19
年
で
す
。
建
物
の
建
築
基
準
法
の
昭

和
55
年
改
正
よ
り
大
き
く
遅
れ
て
お
り

ま
す
。
建
物
の
耐
震
化
と
は
別
に
、
平

成
19
年
以
前
の
建
築
物
は
、
ぜ
ひ
地
盤

調
査
（
地
耐
力
調
査
と
液
状
化
調
査
）

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
液
状
化
の
可
能

性
あ
り
の
判
定
結
果
が
出
た
場
合
は
、

地
盤
改
良
、
杭
施
工
等
の
地
盤
の
耐
震

補
強
、
又
は
格
子
状
地
盤
改
良
等
を
積 

極
的
に
進
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

格
子
状
地
盤
改
良
は
、
地
盤
改
良
杭

の
連
壁
で
建
物
の
基
礎
を
囲
い
込
み
地

盤
の
液
状
化
に
よ
る
地
盤
の
流
出
を
防

ぎ
ま
す
。 

こ
の
方
式
は
地
域
で
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
施
工
さ
れ
る
の
が
合
理
的
で
す
が
、

敷
地
に
ゆ
と
り
の
あ
る
方
は
個
人
で
も

施
工
は
可
能
で
す
。
ぜ
ひ
、
ま
ず
は
地

盤
調
査
を
お
勧
め
し 

て
、
本
日
の
卓
話
を 

終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま 

す
。 

        

 

６
月
１
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ロ
ー
タ
リ
ー
版
「
私
の
履
歴
書
」例
会 

横
井 

 

衞
さ
ん  

前
田 

隆
久
さ
ん  

・
入
会
式
（
予
定
） 

・
米
山
奨
学
生
挨
拶 

エ
ン
フ
バ
ヤ
ル
・
ホ
ラ
ン
さ
ん  

６
月
８
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

ク
ラ
ブ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

「
40
周
年
記
念
事
業
計
画
」 

尾
上 

 

昇
さ
ん  

・
ク
ラ
ブ
採
決
／
定
款
細
則
改
正 

６
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

新
会
員
卓
話 

「
一
生
営
業
マ
ン
」
西
垣
亜
矢
子
さ
ん 

「
人
と
人
を
つ
な
ぐ 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」 

堀 
 

曜
子
さ
ん  

「
運
送
業
２
０
２
４
年
労
働
環
境
問
題
」 

戸
田 

貴
彦
さ
ん  

「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」 

加
茂
田
義
幸
さ
ん  

６
月
22
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 
同
日 

最
終
夜
間
親
睦
例
会 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル  

４
Ｆ｢
雅
の
間｣  

受
付
18
時
00
分 

例
会
18
時
30
分 

  

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

木
村 

光
徳
・
近
藤
宏
一
郎 

荻
巣 

賢
二
・
藤
田 

 

澈 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。                                    

                                   

 
 

 

 

＜会長杯優勝＞ 柗 井  健 

メンバーに恵まれて楽しく回らせていただきました。 

ありがとうございました。      

 

 

 
 
 
 

OUT I N GROSS Ｈ'ＣＰ ＮＥＴ 次回

優勝 柗井　健 40 42 82 11
（11.0）

71.0
（71.0）

10

２位 岡村隆德 43 43 86 21
（14.7）

65.0
（71.3）

13

優勝 荻巣賢二 44 43 87 18 69.0 14
２位 岡田尚彦 45 43 88 18 70.0 16
3位 大原敏正 53 53 106 35 71.0 33
B B 堀江英弥 57 56 113 22 91.0 －

会
長
杯

例
　
会

令和５年５月１７日(木)
於 グレイスヒルズカントリー倶楽部

＜例会優勝＞ 
荻巣 賢二 

＜べスグロ＞  
柗井  健 

＜ドラコン＞   
NO. 5 川島 勇基 

NO.18 神野 邦利 

＜ニアピン＞   
NO. 3 柗井  健  

NO. 6 佐々木 功 

NO.12 岡村 隆德  

NO.17 神野 邦利 


